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(57)【要約】

【課題】対戦型形式により、二人の被験者が対戦しなが

ら、各人の目と手（または足）の協応能力を測定できる

、タイミング誤差測定装置を提供する。

【解決手段】対戦する二人の被験者Ｐ１、Ｐ２のために

設定された区間Ａを光刺激の光点が往復移動する走路２

と、前記区間において、対戦する二人の被験者のそれぞ

れに設定された光刺激の光点のタイミングポイントＴＰ

と、前記区間において、光刺激の光点が各被験者のタイ

ミングポイントを通過するタイミングに合わせて各被験

者が前記光刺激の光点を折り返し操作するための各々の

反応スイッチ８、９と、光刺激の光点が各被験者のタイ

ミングポイントを通過するタイミングと、光刺激の光点

が各被験者のタイミングポイントＴＰを通過するタイミ

ングで各被験者が反応スイッチを操作するタイミングと

の時間的誤差を、各被験者毎に測定する手段とを有する

構成とする。

【選択図】図１



(2) JP  2008-79667  A   2008.4.10

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 対 戦 す る 二 人 の 被 験 者 の た め に 設 定 さ れ た 区 間 を 光 刺 激 の 光 点 が 往 復 移 動 す る 走 路 と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 対 戦 す る 二 人 の 被 験 者 の そ れ ぞ れ に 設 定 さ れ た 光 刺 激 の 光 点 の タ イ

ミ ン グ ポ イ ン ト と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン

グ に 合 わ せ て 各 被 験 者 が 前 記 光 刺 激 の 光 点 を 折 り 返 し 操 作 す る た め の 各 々 の 反 応 手 段 と 、

　 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ と 、 光 刺 激 の 光 点

が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ で 各 被 験 者 が 反 応 手 段 を 操 作 す る

タ イ ミ ン グ と の 時 間 的 誤 差 を 、 各 被 験 者 毎 に 測 定 す る 手 段 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 に つ い て 、 任 意 速 度 ま た は ラ ン ダ ム 速 度 の い ず れ か の モ ー ド が

選 択 可 能 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 反 応 手 段 が 、 各 被 験 者 の 手 又 は 足 で 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請

求 項 ２ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 反 応 手 段 が 、 各 被 験 者 の 手 又 は 足 で 操 作 さ れ る 打 撃 用 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ な い し 請 求 項 ３ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 被 験 者 に つ い て 、 二 人 ま た は 一 人 の い ず れ か の モ ー ド が 選 択 可 能 に 設 定 さ れ 、 一 人 の モ

ー ド が 選 択 さ れ た と き は 、 前 記 区 間 に お い て 、 被 験 者 と 相 対 す る 側 の 端 で 光 刺 激 の 光 点 が

自 動 的 に 折 り 返 さ れ る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ 記

載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 対 戦 す る 多 数 人 の 被 験 者 の た め に 設 定 さ れ た 区 間 を 光 刺 激 の 光 点 が 中 心 点 か ら 放 射 方 向

に 往 復 移 動 す る 走 路 と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 対 戦 す る 多 数 人 の 被 験 者 の そ れ ぞ れ に 設 定 さ れ た 光 刺 激 の 光 点 の タ

イ ミ ン グ ポ イ ン ト と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン

グ に 合 わ せ て 各 被 験 者 が 前 記 光 刺 激 の 光 点 を 折 り 返 し 操 作 す る た め の 各 々 の 反 応 手 段 と 、

　 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ と 、 光 刺 激 の 光 点

が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン で 各 被 験 者 が 反 応 手 段 を 操 作 す る タ

イ ミ ン グ と の 時 間 的 誤 差 を 、 各 被 験 者 毎 に 測 定 す る 手 段 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 に つ い て 、 任 意 速 度 ま た は ラ ン ダ ム 速 度 の い ず れ か の モ ー ド が

選 択 可 能 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 中 心 点 か ら の 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 方 向 を ラ ン ダ ム モ ー ド に 設 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 反 応 手 段 が 各 被 験 者 の 手 又 は 足 で 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ な い し 請 求

項 ８ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 反 応 手 段 が 各 被 験 者 の 手 又 は 足 で 操 作 さ れ る 打 撃 用 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ６ な い し 請 求 項 ９ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ス ポ ー ツ 科 学 分 野 に お い て 、 特 に 球 技 ス ポ ー ツ の パ フ ォ ー マ ン ス を 高 め る 装

置 に 係 わ る も の で 、 対 戦 型 形 式 に よ り 、 被 験 者 の 目 と 手 （ ま た は 足 ） の 協 応 能 力 を 測 定 す

る 装 置 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 野 球 や テ ニ ス な ど の 球 技 に お い て 、 「 走 る 」 「 投 げ る 」 「 拾 う 」 「 打 ち 返 す 」 と い っ た

一 連 の 動 作 は 、 視 覚 に よ る 目 と 身 体 部 位 （ 手 や 足 等 ） の 協 応 動 作 の 表 れ で あ り 、 例 え ば 「

打 ち 返 す 」 動 作 に お い て は 、 飛 ん で く る ボ ー ル を 視 覚 に よ る 目 で 捉 え な が ら 、 同 時 に 体 や

手 足 を 動 か し て 、 タ イ ミ ン グ 良 く ボ ー ル を （ バ ッ ト や ラ ケ ッ ト に よ り ） 打 ち 返 す よ う に し

て い る 。

　 こ の よ う な 視 覚 に よ る 目 と 身 体 部 位 の 協 応 能 力 を 測 定 す る 機 器 と し て 、 従 来 よ り 、 ボ ー

ド に 点 灯 す る 光 を 手 で 素 早 く タ ッ チ し て 、 そ の 反 応 レ ベ ル を 測 定 し 、 評 価 す る 機 器 が 市 販

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 自 動 車 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 通 信 等 分 野 に お い て 、 物 体 の 動 き の タ イ ミ ン グ を 自 動 測

定 す る 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ 等 ） 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ２ ３ ４ １ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ０ ６ ６ ３ ７ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 タ イ プ の 測 定 装 置 は 、 単 に 一 人 の 被 験 者 の 反 応 速 度 を 測 定 し た

り 、 物 体 の 動 き の タ イ ミ ン グ を 自 動 測 定 す る に 留 ま る も の で あ る 。 そ し て 、 実 際 の 球 技 を

想 定 し て 、 二 人 の 被 験 者 が 対 戦 し な が ら 、 各 人 の 目 と 手 （ 又 は 足 ） の 協 応 能 力 を 測 定 で き

る 装 置 は 未 だ 提 案 が な さ れ て い な い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 対 戦 型 形 式 に

よ り 、 二 人 の 被 験 者 が 対 戦 し な が ら 、 各 人 の 目 と 手 （ ま た は 足 ） の 協 応 能 力 を 測 定 で き る

、 対 戦 型 タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、

　 対 戦 す る 二 人 の 被 験 者 の た め に 設 定 さ れ た 区 間 を 光 刺 激 の 光 点 が 往 復 移 動 す る 走 路 と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 対 戦 す る 二 人 の 被 験 者 の そ れ ぞ れ に 設 定 さ れ た 光 刺 激 の 光 点 の タ イ

ミ ン グ ポ イ ン ト と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン

グ に 合 わ せ て 各 被 験 者 が 前 記 光 刺 激 の 光 点 を 折 り 返 し 操 作 す る た め の 各 々 の 反 応 手 段 と 、

　 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ と 、 光 刺 激 の 光 点

が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ で 各 被 験 者 が 反 応 手 段 を 操 作 す る

タ イ ミ ン グ と の 時 間 的 誤 差 を 、 各 被 験 者 毎 に 測 定 す る 手 段 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ２ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 に つ

い て 、 任 意 速 度 ま た は ラ ン ダ ム 速 度 の い ず れ か の モ ー ド が 選 択 可 能 に 設 定 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ３ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 前 記 反 応 手 段 が 、 各 被 験 者 の

手 又 は 足 で 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ４ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 前 記 反 応 手 段 が 、 各 被 験 者 の

手 又 は 足 で 操 作 さ れ る 打 撃 用 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ５ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 被 験 者 に つ い て 、 二 人 ま た は

一 人 の い ず れ か の モ ー ド が 選 択 可 能 に 設 定 さ れ 、 一 人 の モ ー ド が 選 択 さ れ た と き は 、 前 記

区 間 に お い て 、 被 験 者 と 相 対 す る 側 の 端 で 光 刺 激 の 光 点 が 自 動 的 に 折 り 返 さ れ る よ う に 設

定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ６ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、

　 対 戦 す る 多 数 人 の 被 験 者 の た め に 設 定 さ れ た 区 間 を 光 刺 激 の 光 点 が 中 心 点 か ら 放 射 方 向

に 往 復 移 動 す る 走 路 と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 対 戦 す る 多 数 人 の 被 験 者 の そ れ ぞ れ に 設 定 さ れ た 光 刺 激 の 光 点 の タ

イ ミ ン グ ポ イ ン ト と 、

　 前 記 区 間 に お い て 、 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン

グ に 合 わ せ て 各 被 験 者 が 前 記 光 刺 激 の 光 点 を 折 り 返 し 操 作 す る た め の 各 々 の 反 応 手 段 と 、

　 光 刺 激 の 光 点 が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン グ と 、 光 刺 激 の 光 点

が 各 被 験 者 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト を 通 過 す る タ イ ミ ン で 各 被 験 者 が 反 応 手 段 を 操 作 す る タ

イ ミ ン グ と の 時 間 的 誤 差 を 、 各 被 験 者 毎 に 測 定 す る 手 段 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ７ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 に つ

い て 、 任 意 速 度 ま た は ラ ン ダ ム 速 度 の い ず れ か の モ ー ド が 選 択 可 能 に 設 定 さ れ て い る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ８ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 光 刺 激 の 光 点 の 中 心 点 か ら の

移 動 方 向 を ラ ン ダ ム モ ー ド に 設 定 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 ９ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 前 記 反 応 手 段 が 各 被 験 者 の 手

又 は 足 で 操 作 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 に 係 る 請 求 項 １ ０ 記 載 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 前 記 反 応 手 段 が 各 被 験 者 の

手 又 は 足 で 操 作 さ れ る 打 撃 用 具 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 に よ る と 、 実 際 の 球 技 を 想

定 し て 、 二 人 ま た は 多 数 人 の 被 験 者 が ゲ ー ム 感 覚 で 対 戦 し な が ら 、 各 人 の 目 と 手 （ ま た は

足 ） の 協 応 能 力 の 良 否 を 定 量 的 に 測 定 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 各 人 の 協 応 能 力 を 互

い に 高 め あ う こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 次 に 本 発 明 に 係 る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の 最 良 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す

る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の シ ス テ ム 構 成 を 示 す 全 体 図 で あ る 。 同

図 に お い て 、 符 号 １ は タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 １ の シ ス テ ム 構 成 を 最 初 に 説 明 す る と 、 一 定 区 間 を 光 刺 激 の 光

点 が 往 復 移 動 す る 走 路 本 体 ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 走 路 本 体 ２ は 、 複 数 個 の ユ ニ ッ ト ２

Ａ 、 ２ Ｂ 、 ２ Ｃ か ら 構 成 さ れ て お り 、 各 ユ ニ ッ ト ２ Ａ ～ ２ Ｃ の 筐 体 の 上 面 に 、 光 刺 激 の 光

点 を 左 右 に 往 復 移 動 さ せ る た め の 多 数 個 の ラ ン プ ３ … が 左 右 水 平 方 向 に 沿 っ て 等 ピ ッ チ で

配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら の ラ ン プ の う ち 、 左 右 の 端 か ら 数 え て ４ 番 目 の ラ ン プ に は 黄 色 Ｌ
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Ｅ Ｄ ラ ン プ か ら な る タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ が 設 定 さ れ て い る 。 そ れ 以 外 の 残 り の ラ ン プ

に は 赤 色 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ が 用 い ら れ る 。 そ し て 、 光 刺 激 の 光 点 は 、 二 人 の 被 験 者 の た め に 設

定 さ れ た 区 間 と し て 、 走 路 本 体 ２ の 左 端 に 位 置 す る ラ ン プ ３ Ｌ と 右 端 に 位 置 す る ラ ン プ ３

Ｒ の 間 の 区 間 Ａ （ 図 ３ 参 照 ） を 往 復 移 動 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 走 路 本 体 ２ の 各 ユ ニ ッ ト ２ Ａ ～ ２ Ｃ は 、 各 々 が 接 続 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て イ ン タ ー フ ェ ー

ス ボ ッ ク ス ５ と 接 続 さ れ て い る 。 こ の イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ッ ク ス ５ に は 、 タ イ ミ ン グ 誤 差

の 測 定 に あ た り 、 走 路 本 体 ２ 上 を 移 動 す る 光 刺 激 の 光 点 を 制 御 す る ソ フ ト ウ ェ ア が 内 蔵 さ

れ て い る 。 こ の 内 蔵 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 、 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 を 自 由 に 変 化 さ

せ た り 、 光 刺 激 の 光 点 の 往 復 回 数 を 自 由 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ れ ら の 設 定 は 、

イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ッ ク ス ５ に 接 続 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 接 続 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ 端 末 ６ か

ら 行 な わ れ る 。 コ ン ピ ュ ー タ 端 末 ６ に は 測 定 デ ー タ を 収 集 、 保 存 す る こ と が で き る 。 な お

、 走 路 本 体 ２ は 、 ユ ニ ッ ト 数 を 増 や す こ と で 、 延 長 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 符 号 ７

は 外 部 電 源 へ の 差 込 み コ ン セ ン ト を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ッ ク ス ５ に は 、 走 路 本 体 ２ を 左 右 に 往 復 移 動 す る 光 刺 激 の 光 点 を 二

人 の 被 験 者 が 交 互 に 折 返 し 操 作 す る た め の ２ つ の 反 応 ス イ ッ チ （ 反 応 手 段 ） ８ 、 ９ が 、 そ

れ ぞ れ 接 続 ケ ー ブ ル ４ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 各 反 応 ス イ ッ チ ８ 、 ９ は 、 光 刺 激 の 光 点

が 各 被 験 者 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ で 押 釦 ８ ａ 、 ９ ａ を 押 す こ

と に よ り 、 直 ち に 光 刺 激 の 光 点 が 折 り 返 し 、 他 方 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ に 向 け て 光 刺

激 の 光 点 が 移 動 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 １ に は 、 二 人 の 被 験 者 の 目 と 手 の 協 応 能 力 レ ベ ル に よ り 勝

敗 を 競 う ２ つ の モ ー ド が 設 け ら れ て い る 。 第 １ の モ ー ド は 、 光 刺 激 の 光 点 の 一 定 の 往 復 回

数 を 設 定 し て 測 定 が 自 動 的 に 終 了 し 、 両 者 の 時 間 の 累 積 誤 差 を 比 較 し て 少 な い 方 が 勝 者 と

な る モ ー ド で あ る 。 第 ２ の モ ー ド は 、 ど ち ら か の 被 験 者 が 設 定 し た 累 積 誤 差 を 超 え た 時 点

で 自 動 的 に 測 定 が 終 了 し 、 そ の 被 験 者 が 敗 者 と な る モ ー ド で あ る 。 こ の よ う に 本 実 施 形 態

の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 １ は 、 実 際 の ゲ ー ム と 同 じ 心 理 状 態 で 勝 者 と 敗 者 を 決 定 す る モ

ー ド に よ り 、 被 験 者 が 集 中 し て 目 と 手 の 協 応 能 力 レ ベ ル を 測 定 で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 上 記 タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 １ を 用 い て 、 対 戦 型 モ ー ド に よ り 、 二 人 の 被 験 者 が

各 人 の タ イ ミ ン グ 誤 差 を 測 定 す る 手 順 に つ い て 、 図 ２ ～ 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 最 初 に 、 図 ２ に 示 す コ ン ピ ュ ー タ 端 末 ６ の メ イ ン 画 面 １ ０ か ら 測 定 条 件 （ 図 ２ の 点 線 で

囲 ま れ た 符 号 １ １ の 部 分 ） を 設 定 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

（ 測 定 条 件 の 設 定 ）

　 ま ず 、 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 速 度 を 設 定 す る 。 メ イ ン 画 面 １ ０ の [ス ピ ー ド ]の 項 目 に お い

て 、 [任 意 （ ｍ ／ Sec） ]ま た は [ラ ン ダ ム ]の い ず れ か の モ ー ド を 選 択 す る 。 [任 意 （ ｍ ／ Se

c） ]モ ー ド を 選 択 す る 場 合 、 光 点 の 移 動 速 度 を 自 ら 指 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、

１ ． ０ と 入 力 す る と 、 １ ｍ ／ 秒 の 速 度 で 光 点 が 左 右 に 移 動 す る 。 [ラ ン ダ ム ]モ ー ド を 選 択

す る と 、 ０ ． ３ ～ ３ ． ０ ｍ ／ 秒 の 範 囲 内 で 光 点 の 移 動 速 度 が ラ ン ダ ム に 変 化 す る 。 こ こ で

は 、 [任 意 （ ｍ ／ Sec） ]の モ ー ド を 選 択 し 、 １ ． ０ を 入 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 次 に 、 測 定 の 終 了 条 件 を 設 定 す る 。 メ イ ン 画 面 １ ０ の [終 了 条 件 ]の 項 目 に お い て 、 [ラ

リ ー 回 数 ]ま た は [累 積 誤 差 ]の い ず れ か を 選 択 す る 。 [ラ リ ー 回 数 ]を 選 択 す る と 、 指 定 し

た ラ リ ー 回 数 に 到 達 す る と 測 定 を 終 了 す る （ 最 大 １ ０ ０ 回 ま で 指 定 で き る ） 。 [累 積 誤 差 ]

を 選 択 す る と 、 指 定 し た 累 積 誤 差 （ Sec） に 達 す る と 測 定 を 終 了 す る 。 こ こ で は 、 [ラ リ ー

回 数 ]を 選 択 し 、 １ ０ を 入 力 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 最 後 に プ レ ー ヤ ー の 人 数 （ １ 人 ま た は ２ 人 ） を 設 定 す る 。 メ イ ン 画 面 １ ０ の [プ レ ー ヤ

ー ]の 項 目 に お い て 、 [１ 人 ]ま た は [２ 人 ]の い ず れ か の モ ー ド を 選 択 す る 。 こ こ で は 、 [２

人 ]の モ ー ド を 選 択 す る 。 ま た 、 [プ レ ー ヤ ー １ （ 左 ） ]、 [プ レ ー ヤ ー ２ （ 右 ） ]の 項 目 の

各 々 に プ レ ー ヤ ー の 名 前 を 入 力 す る 。 プ レ ー ヤ ー の 名 前 の 入 力 は 任 意 で あ り 、 プ レ ー ヤ ー

の 名 前 を 入 力 し な い 場 合 、 プ レ ー ヤ ー 名 は Player１ 、 Player２ と し て 保 存 さ れ る 。 こ れ に

よ り す べ て の 設 定 を 完 了 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

（ 測 定 の 開 始 ）

　 測 定 を 開 始 す る に あ た り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 対 戦 す る ２ 人 の プ レ ー ヤ ー （ 被 験 者 ） が

、 走 路 本 体 ２ の 左 右 に 立 ち 、 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ が 左 側 の 反 応 ス イ ッ チ ８ を 、 右 の プ レ ー

ヤ ー Ｐ ２ が 右 側 の 反 応 ス イ ッ チ ９ を そ れ ぞ れ 手 に 持 つ 。

　 立 会 い の 測 定 者 が 、 メ イ ン 画 面 １ ０ の [ス タ ー ト ]ボ タ ン １ ２ を ク リ ッ ク す る と 、 光 刺 激

の 光 点 が 走 路 本 体 ２ の 右 端 の ラ ン プ ３ Ｒ か ら ス タ ー ト す る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 光 刺 激 の 光 点 が 左 側 の 黄 色 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ か ら な る タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ

イ ミ ン グ で 、 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ が 反 応 ス イ ッ チ ８ を 押 す 。 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ に よ り 反

応 ス イ ッ チ ８ が 押 さ れ る と 、 １ ０ ０ 分 の １ 秒 単 位 で 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 （ 後 述 す る ）

が 測 定 さ れ る と と も に 、 押 し た タ イ ミ ン グ で 光 刺 激 の 光 点 が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 自 動 的

に 右 側 へ 折 り 返 さ れ る （ 図 ４ に 折 り 返 し ポ イ ン ト Ｒ Ｐ を 示 す ） 。 今 度 は 、 折 り 返 さ れ た 光

刺 激 の 光 点 が 右 側 の 黄 色 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ か ら な る タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ

ン グ で 、 右 の プ レ ー ヤ ー Ｐ ２ が 反 応 ス イ ッ チ ９ を 押 す と 、 １ ０ ０ 分 の １ 秒 単 位 で 「 タ イ ミ

ン グ 誤 差 時 間 」 が 測 定 さ れ る と と も に 、 光 刺 激 の 光 点 が 左 側 へ 折 り 返 さ れ る 。 こ れ を 設 定

さ れ た ラ リ ー の 回 数 だ け 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ と 右 の プ レ ー ヤ ー Ｐ ２ と の 間 で 繰 り 返 す 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 メ イ ン 画 面 １ ０ の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 の 項 目 の 各 プ レ ー ヤ ー 欄 に は 、 図 ５ に 示 す よ

う に 、 各 プ レ ー ヤ ー の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 が １ ０ ０ 分 の １ 秒 単 位 で 表 示 さ れ る 。 ま ず

、 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ の 第 １ 回 目 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 は 、 光 刺 激 の 光 点 が 右 端 の ラ

ン プ ３ Ｒ か ら ス タ ー ト し て か ら 左 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ ま で

の 時 間 と 、 同 じ く 光 刺 激 の 光 点 が 右 端 の ラ ン プ ３ Ｒ か ら ス タ ー ト し て 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １

に よ り 反 応 ス イ ッ チ ８ の 押 釦 ８ ａ が 押 さ れ る タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 を そ れ ぞ れ 計 測 し 、 両

時 間 の 差 を 算 出 し て 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 次 に 、 右 の プ レ ー ヤ ー Ｐ ２ の 第 １ 回 目 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 は 、 左 の プ レ ー ヤ ー Ｐ

１ の 反 応 ス イ ッ チ ８ の 押 し 操 作 に よ り 光 刺 激 の 光 点 が そ の 折 り 返 し ポ イ ン ト Ｒ Ｐ か ら 右 に

ス タ ー ト し て 右 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 と 、 同 じ く

光 刺 激 の 光 点 が 同 折 り 返 し ポ イ ン ト Ｒ Ｐ か ら 右 に ス タ ー ト し て 右 の プ レ ー ヤ ー Ｐ ２ に よ り

反 応 ス イ ッ チ ９ の 押 釦 ９ ａ が 押 さ れ る タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 を そ れ ぞ れ 計 測 し 、 両 時 間 の

差 を 算 出 し て 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 第 ２ 回 目 以 降 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 は 、 い ず れ の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ 、 Ｐ ２ の 場 合 も 、

光 刺 激 の 光 点 が 相 手 の 折 り 返 し ポ イ ン ト Ｒ Ｐ か ら ス タ ー ト し て 自 分 の 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ

ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ ま で の 時 間 と 、 同 じ く 光 刺 激 の 光 点 が 同 折 り 返 し ポ イ ン ト

Ｒ Ｐ か ら ス タ ー ト し て 自 分 の 反 応 ス イ ッ チ ８ 、 ９ の 押 釦 ８ ａ 、 ９ ａ を 押 す タ イ ミ ン グ ま で

の 時 間 を そ れ ぞ れ 計 測 し 、 両 時 間 の 差 を 算 出 し て 得 ら れ る 。

　 な お 、 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 は 、 プ レ ー ヤ ー Ｐ １ 、 Ｐ ２ が 反 応 ス イ ッ チ ８ 、 ９ の 押 釦

８ ａ 、 ９ ａ を 押 す タ イ ミ ン グ が 早 い 場 合 に は マ イ ナ ス 表 示 さ れ 、 タ イ ミ ン グ が 遅 い 場 合 に

は プ ラ ス 表 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 以 上 の よ う に し て 、 ２ 人 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ 、 Ｐ ２ が 、 光 刺 激 の 光 点 が 自 分 の 側 の タ イ ミ

ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ を 見 計 ら い な が ら 、 自 分 の 手 に 持 っ た 反 応 ス イ ッ
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チ ８ 、 ９ を 交 互 に 押 し て 、 合 計 １ ０ 回 の ラ リ ー を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 終 了 条 件 に 達 し

、 測 定 が 終 了 す る 。 メ イ ン 画 面 １ ０ の [タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 ]の 項 目 に は 、 各 プ レ ー ヤ ー Ｐ

１ 、 Ｐ ２ 毎 に 、 各 回 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 が 表 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 メ イ ン 画 面 １ ０ の [タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 ]の 項 目 に は 、 各 回 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時

間 」 の 単 純 合 計 値 を 平 均 し て 得 ら れ る 「 平 均 」 値 と 、 各 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 の 絶 対 値

の 合 計 値 を 平 均 し て 得 ら れ る 「 絶 対 値 平 均 」 が 各 々 表 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 の よ う に 、 各 回 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 の 単 純 累 積 誤 差 （ 単 純 合 計 値 ） を 平 均 し

て 得 ら れ る 単 純 累 積 誤 差 の 「 平 均 」 値 と 、 各 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 の 絶 対 値 累 積 誤 差 （

絶 対 値 の 合 計 値 ） を 平 均 し て 得 ら れ る 絶 対 値 累 積 誤 差 の 「 絶 対 値 平 均 」 の 各 デ ー タ を 算 出

す る こ と で 、 ２ 人 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ 、 Ｐ ２ の 目 と 手 の 協 応 能 力 を 定 量 的 に 測 定 で き 、 そ の

レ ベ ル 又 は 良 否 を 客 観 的 に 評 価 、 判 断 で き る 。 な お 、 上 記 の 場 合 、 ２ 人 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １

、 Ｐ ２ の う ち 、 上 記 の 単 純 累 積 誤 差 の 「 平 均 」 値 ま た は 絶 対 値 累 積 誤 差 の 「 絶 対 値 平 均 」

の 少 な い 方 が 勝 者 と な る 。 ど ち ら の 値 に 重 み を 付 け る か は 任 意 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 メ イ ン 画 面 １ ０ の [保 存 ]ボ タ ン １ ３ を ク リ ッ ク す る と 、 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 の 各 プ レ ー

ヤ ー Ｐ １ 、 Ｐ ２ の デ ー タ を 保 存 で き る 。 図 ６ に エ ク セ ル 形 式 で 保 存 し た 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 形 態 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 １ に よ る と 、 二 人 の 被 験 者 が ラ リ ー 形 式 の 対 戦 を

行 い な が ら 、 目 と 手 の 協 応 能 力 を 定 量 的 に 測 定 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 二 人 の 被 験 者

が 対 戦 し な が ら ゲ ー ム 感 覚 で 目 と 手 の 協 応 能 力 を 測 定 す る こ と で 、 各 人 の 協 応 能 力 を 互 い

に 刺 激 さ れ な が ら 高 め る こ と が で き 、 各 人 の ト レ ー ニ ン グ に 役 立 た せ る こ と が で き る 。 ま

た 、 天 候 に 係 わ ら ず 、 室 内 の 一 定 ス ペ ー ス さ え あ れ ば 、 測 定 お よ び ト レ ー ニ ン グ が 可 能 で

あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 次 に 、 プ レ ー ヤ ー が １ 人 の 場 合 （ １ 人 が 対 戦 型 モ ー ド に よ り タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 を 測 定

す る 場 合 ） に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 メ イ ン 画 面 １ ０ に お い て 、 光 刺 激 の 光 点 の 移 動 ス ピ ー ド 、 終 了 条 件 を 設 定 し た 後 、 [プ

レ ー ヤ ー ]の 項 目 に お い て 、 [１ 人 ]の モ ー ド を 選 択 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 １ 人 の プ レ ー ヤ ー （ 被 験 者 ） Ｐ １ が 、 対 戦 す る 両 側 の う ち 走 路 本 体 ２ の 左 側 に 立 ち 、 左

側 の 反 応 ス イ ッ チ ８ を 持 つ 。 メ イ ン 画 面 １ ０ の [ス タ ー ト ]ボ タ ン １ １ を ク リ ッ ク す る と 、

光 刺 激 の 光 点 が 走 路 本 体 ２ の 右 端 の ラ ン プ ３ Ｒ か ら 移 動 を 開 始 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 光 刺 激 の 光 点 が 左 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ で 、 反 応 ス イ ッ チ

８ の 押 釦 ８ ａ を 押 す と 、 光 刺 激 の 光 点 が 自 動 的 に 右 へ 折 り 返 さ れ る 。 [１ 人 ]モ ー ド を 選 択

す る と 、 折 り 返 さ れ た 光 刺 激 の 光 点 が 右 端 の ラ ン プ ３ Ｒ に 到 達 し た ら 、 自 動 的 に 折 り 返 さ

れ 、 プ レ ー ヤ ー Ｐ １ は 、 光 刺 激 の 光 点 が 再 び 左 側 の タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ

イ ミ ン グ で 反 応 ス イ ッ チ ８ の 押 釦 ８ ａ を 再 び 押 す 。 こ れ を 設 定 し た ラ リ ー の 回 数 だ け 繰 り

返 す こ と に よ り 、 メ イ ン 画 面 １ ０ の [タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 ]の 項 目 の 左 の プ レ ー ヤ ー の 欄 に

各 回 の 「 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 」 、 単 純 累 積 誤 差 の 「 平 均 」 値 お よ び 絶 対 値 累 積 誤 差 の 「 絶

対 値 平 均 」 の 数 字 が 表 示 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 こ の よ う に し て 、 プ レ ー ヤ ー が １ 人 の 場 合 で あ っ て も 、 ラ リ ー 形 式 の 擬 似 対 戦 を 行 い な

が ら 、 目 と 手 の 協 応 能 力 を 測 定 で き 、 擬 似 対 戦 を 行 い な が ら 、 自 己 の 協 応 能 力 を 高 め る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 に 係 る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 多 数 人 の
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被 験 者 （ 図 ８ の 場 合 は ３ 人 ） が 同 時 に 対 戦 し な が ら 、 各 人 の 目 と 手 の 協 応 能 力 を 同 時 に 測

定 で き る も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 ２ ０ は 、 ３ 人 の 被 験 者 が 同 時

に 対 戦 で き る よ う に 、 中 心 点 Ｏ か ら ３ 方 向 （ 放 射 方 向 ） に 延 び る ユ ニ ッ ト ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ

、 ２ １ Ｃ か ら 構 成 さ れ る 走 路 本 体 ２ １ が 設 け ら れ る 。 光 刺 激 の 光 点 は 、 中 心 点 Ｏ と ３ つ の

ユ ニ ッ ト ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｃ の 各 端 の ラ ン プ ３ Ｅ と の 間 で 、 順 次 に ま た は ラ ン ダ ム な 方 向 に 、

往 復 移 動 可 能 で あ る 。 ラ ン ダ ム 方 向 に 移 動 さ せ る に は 例 え ば 乱 数 表 を 用 い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 各 ユ ニ ッ ト ２ １ Ａ ～ ２ １ Ｃ の 各 端 の 近 く に は 、 前 記 実 施 形 態 で 述 べ た 黄 色 Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ

か ら な る タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 走 路 本 体 ２ １ が 接 続

さ れ る イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ッ ク ス （ 図 示 せ ず ） に は 、 ３ 人 の プ レ ー ヤ ー Ｐ １ ～ Ｐ ３ が 対 戦

し な が ら 各 人 の タ イ ミ ン グ 誤 差 を 測 定 す る た め の 反 応 ス イ ッ チ ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ が 接 続 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ３ 人 の 被 験 者 が 同 時 に 対 戦 し な が ら 、 各 人 の 目 と 手 の 協 応 能 力

を 定 量 的 に 測 定 で き る 。 ま た 、 各 人 の タ イ ミ ン グ 誤 差 に 優 劣 を 付 け て 競 い な が ら 、 各 人 の

協 応 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。 な お 、 中 心 点 Ｏ か ら 放 射 状 に 接 続 配 置 す る ユ ニ ッ ト の 数

を 増 設 す る こ と は 任 意 で あ り 、 同 時 に 対 戦 す る 被 験 者 を ４ 人 以 上 に 設 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 以 上 述 べ た 各 実 施 形 態 で は 、 反 応 手 段 と し て 、 反 応 ス イ ッ チ を 使 用 し た が 、 こ れ に 限 ら

ず 、 打 撃 道 具 （ ラ ケ ッ ト や バ ッ ト 等 ） を 反 応 手 段 に 用 い て よ い 。 一 例 を 挙 げ る と 、 光 刺 激

の 光 点 が タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト Ｔ Ｐ を 通 過 す る タ イ ミ ン グ で 、 ラ ケ ッ ト を 、 二 人 の 被 験 者 の

た め に 左 右 に 設 定 さ れ た 感 応 セ ン サ ー 内 蔵 の バ ー に 交 互 に タ ッ チ さ せ る 。 ま た 、 非 接 触 式

セ ン サ ー で あ る 光 電 管 の 発 光 器 ̶ 受 光 器 間 に ラ ケ ッ ト を 通 過 さ せ る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 目 と 手 の 協 応 能 力 だ け で な く 、 足 を 前 記 の 感 応 セ ン サ ー 内 蔵 の バ ー に タ ッ チ さ せ

た り 、 光 電 管 の 間 を 通 過 さ せ る 等 す れ ば 、 目 と 足 の 協 応 能 力 を 測 定 で き る の は も ち ろ ん で

あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 本 発 明 に 係 る タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 は 、 ス ポ ー ツ 科 学 分 野 に お い て 、 視 覚 に よ る 目 と

身 体 部 位 の 協 応 能 力 を 測 定 す る 装 置 と し て 、 ま た 、 同 協 応 能 力 を 高 め る ト レ ー ニ ン グ 機 器

と し て も 利 用 可 能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の 一 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 シ ス テ ム 全 体 の 概

略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ に 示 す タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の メ イ ン 画 面 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ に 示 す タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 を 用 い て 、 二 人 の 被 験 者 が 対 戦 し な が ら 各 人

の タ イ ミ ン グ 誤 差 を 測 定 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ の 状 態 か ら 、 光 刺 激 の 光 点 が 折 り 返 さ れ た 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す メ イ ン 画 面 に お い て 、 二 人 の 被 験 者 の 各 タ イ ミ ン グ 誤 差 時 間 が 集 計 さ

れ た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 集 計 結 果 の 保 存 デ ー タ を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ に 示 す タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 を 用 い て 、 一 人 の 被 験 者 が 擬 似 対 戦 し な が ら

、 タ イ ミ ン グ 誤 差 を 測 定 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す も の で 、 多 数 人 が 対 戦 型 形 式 で 同 時 に 測 定 可 能 な タ

イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ０ 】

　 １ 、 ２ ０ 　 タ イ ミ ン グ 誤 差 測 定 装 置

　 ２ 、 ２ １ 　 走 路 本 体 （ 走 路 ）

　 ２ Ａ 、 ２ Ｂ 、 ２ Ｃ 、 ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ １ Ｃ 　 ユ ニ ッ ト

　 ３ 　 ラ ン プ

　 ３ Ｒ 　 右 端 の ラ ン プ

　 ３ Ｌ 　 左 端 の ラ ン プ

　 ３ Ｅ 　 各 端 の ラ ン プ

　 ４ 　 接 続 ケ ー ブ ル

　 ５ 　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ボ ッ ク ス

　 ６ 　 コ ン ピ ュ ー タ 端 末

　 ７ 　 外 部 電 源 へ の 差 込 み コ ン セ ン ト

　 ８ 、 ９ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 　 反 応 ス イ ッ チ （ 反 応 手 段 ）

　 ８ ａ 、 ９ ａ 　 押 釦

　 １ ０ 　 メ イ ン 画 面

　 １ １ 　 点 線 で 囲 ま れ た 部 分

　 １ ２ 　 ス タ ー ト ボ タ ン

　 １ ３ 　 保 存 ボ タ ン

　 Ａ 　 区 間

　 Ｐ １ 、 Ｐ ２ 、 Ｐ ３ 　 プ レ ー ヤ ー

　 Ｔ Ｐ 　 タ イ ミ ン グ ポ イ ン ト

　 Ｒ Ｐ 　 折 り 返 し ポ イ ン ト

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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